
















































































































































































































































































































































































































ありません。「made in Bangladesh」、「made in 
Vietnam」、「made in Myanmar」が増えている
はずです。そうした国々から日本に物を入
れる時の関税はゼロに近いですから、中国
から入れるよりも安価になるのです。そう
いったことで、多くの製造業の工場は南下
する傾向にあります。ただ、そうした国々は
まだインフラが整備されていないので、中
国での製造を行いつつ、東南アジアでも事
業を立ち上げているような状態です。
 私はセントレアの現場、上海でのオペレ
ーター、名古屋での営業をしてきましたが、
まだ入社 8 年目の若造です。今、そんな私
にしかできない仕事があると思っています。
職場の先輩で中国に 2 年間駐在していた方
はいないですから、そうした経験があるか
らこそできる仕事があるに違いないと思っ
て、日々の業務に取り組んでいます。
 今日はご静聴ありがとうございました。
質疑応答 
質問：日本人のあなたが中国に駐在されて、
郷に入っては郷に従えと感じたとのことで
すが、反対の立場で、中国人が日本に駐在し
た時、彼らは郷に入って郷に従えとなるで
しょうか。
野口：私の感覚では、従っていない方が多い
と思います。例えば、ゴミについてです。中
国では、道を歩いていても、ゴミをその辺に
捨てるような光景を目にすることがありま
す。彼らは、それを、日本に来てもやってし
まうのです。
 ビジネスでも、こちらに合わせることは
ありません。それは郷に従う、従わない以前
の問題です。中国の人は利益をどこまでも
追求しますから、そうするのが仕事のやり
方なのです。
質問：愛知大学の卒業生です。あなたのよう
な優秀な後輩が育っていてうれしいです。
 何十年も前になりますが、私は中国と貿
易をしたことがあります。日本の工場が難
しいと断ってくるような発注をしても、中
国の工場は受けてくれました。しかし、納期
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間際になって発注通りには作ることができ
ないと一方的に変更してきたり、届いてみ
ると色が違っていたりといろいろありまし
た。途中で相談なり、いい訳なり、確認なり
があればよいのですけど、それが少なかっ
たです。今はどうなのでしょうか。変わりま
したか。
野口：変わっていません。例えば、生産ロッ
ト数が 1,000 個だったものが、突如、2,000
個になっているということがあります。め
ちゃくちゃなことだと思うのですが、そう
いうことが実際にあります。運ぶ時にも、貨
物を船で動かすか、飛行機で動かすか、そう
いうことでもトラブルが起きます。そうい
うところは私たちの仕事の中で一番苦労す
るところなのですが、日本側から現地側に
何回も連絡を取って、限りなく問題がない
状態にしていくしかありません。
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